
13:30～18:15
開場 13:00／開演 13:30

明治安田ホール福岡（福岡市博多区中洲５－６－２０）

事前登録制

参加無料
定員：200名

『 宇宙産業の新時代：
民間の力で広がる
無限のチャンス 』

若田 光一 氏

アクシオム・スペース
宇宙飛行士兼ｱｼﾞｱ太平洋地域最高技術責任者

㈱ポーラ
田村 明子 氏

『 拡がる宇宙産業の動向と宇宙ビジネス推進に向けたJAXAの取組
～地域における宇宙活用事例から宇宙戦略基金まで～ 』

キューピー㈱
渡辺 聡人 氏

『 LIFE in SPACE：
宇宙で進むライフスタイル革命 』

司会・モデレーター

ミサワホーム㈱
秋元 茂 氏

『 人工衛星が拓く
データ活用の新時代 』

㈱ＱＰＳ研究所
大西 俊輔 氏

㈱アークエッジ
・スペース

福代 孝良 氏

三菱電機㈱
中野 陽介 氏

内木 悟 氏

中島 浩二 氏

右のQRコードを読み込み、イベント名「宇宙ビジネスフォーラム」を選択し、必要事項を記入。
イベント番号１、２について参加/不参加を選択。
【イベント番号１：フォーラム】【イベント番号２：交流会】

※会費：３,０００円/人
（立食形式）

申し込みはこちら

主催：福岡県宇宙ビジネス研究会

【申込締切：2月２５日（火）17:00】

２０２５年

※ 会場ホワイエでは、登壇企業、
県内企業による展示もあります



P r o g r a m 

13:30
～

13:40
オープニング 主催者挨拶

13:40
～

14:10
基調講演

休憩（10分）

14:20
～

15:00

トークセッション

第一部

休憩（10分）

15:10
～

15:40

ＪＡＸＡの
取組紹介

休憩（10分）

15:50
～

16:30

トークセッション

第二部

休憩（15分） ※交流会会場の設営

16:45
～

18:15
交流会 登壇者、参加者等のネットワーキング

■会場アクセス

明治安田ホール福岡 福岡市博多区中洲5丁目6-20

入会申し込みは

こちらから福岡県宇宙ビジネス研究会 県内外問わず、法人でも個人でも
宇宙ビジネスに関心のある方はどなたでも入会できます

九州大学大学院航空宇宙工学専攻博士課程修了。博士（工学）。大学院在学時より人工衛星「QSAT-EOS」※をはじめ10件超の大学衛星プロ
ジェクトに参画。2013年にQPS研究所に入社、翌年に代表取締役社長に就任。2023年に東証グロース市場へ上場。現在は世界トップレベ
ルの小型SAR衛星の開発・製造・運用を行う。 ※ 九州大学を中心に九州地域の大学、企業等が協力して開発し、2014年に打ち上げた超小型衛星。

福代孝良 氏 ㈱アークエッジ・スペース 代表取締役CEO

東京大学大学院農学生命科学研究科修了。JICA専門家として南米やアフリカの自然資源管理や人材育成に従事。外務省や内閣府で国際宇
宙協力や宇宙データ活用に貢献。東京大学特任准教授や内閣府宇宙政策委員会専門委員等を歴任後、2018年にアークエッジ・スペースを創
業。地球低軌道から深宇宙探査、月インフラの構築における超小型衛星の開発・運用や地上局運用、教育・コンサルティングなど幅広い宇宙ビ
ジネスを展開。

1993年に三菱電機株式会社 鎌倉製作所に入社。同製作所にて合成開口レーダ（SAR）センサの設計に従事し、航空機搭載用SARセンサや
衛星搭載用SARセンサのシステム設計を担当。2014年に本社にて防衛宇宙全般の技術戦略策定に携わった後、2016年に鎌倉製作所にて
JAXA向け周回衛星のプロジェクト管理に従事。2022年より電子通信システム製作所（兵庫県尼崎）の副所長を経て、2024年4月より現職。

大西 俊輔 氏 ㈱QPS研究所 代表取締役社長 CEO

■お申込方法 《完全事前登録制》
右下申込先リンクのフォームからイベント名「宇宙ビジネスフォーラム」を選択し、必要事項を記入の上、
イベント番号１、２について参加/不参加をご選択ください。
イベント番号１：フォーラム
イベント番号２：交流会

■参加費
無料 ※交流会は会費３，０００円

■申込締切
令和７年２月２５日（火）１７時まで

■お問合せ先
福岡県宇宙ビジネス研究会事務局 （福岡県商工部新産業振興課内）
担 当：村上、金川 ＴＥＬ：０９２－６４３－３４４５ メール：info@robot-system.jp

5回の飛行での総宇宙滞在期間は504日。日本人初の国際宇宙ステーション船長。2024年3月JAXAを退職し、同4月より現職。アクシオム
スペース社のアジア太平洋地域でのビジネス展開をリードし、世界初の民間宇宙ステーションや次世代船外活動宇宙服の開発に貢献している。

若田光一 氏 アクシオム・スペース 宇宙飛行士兼アジア太平洋地域最高技術責任者

1997年株式会社ポーラ化粧品本舗へ入社以降、営業・営業系の企画・教育系の企画などを担当。美容教育責任者やブランドマネージャーを経
て、2022年ブランドクリエイティブ部部長に就任し、ポーラブランドの商品企画の統括を担う。2024年から株式会社ポーラ執行役員に就任。

渡辺聡人 氏 キユーピー㈱ 研究開発本部グループＲ＆Ｄ推進部デジタル推進チーム

他社食品工場で製造と品質管理に携わりながら、現場のDX推進を担当。その後、キユーピー株式会社に2023年に入社し、研究開発本部に
所属。現在は、創造性を重視した業務プロセスの構築に向けたDX推進を担当すると共に、地球と宇宙の食にまつわる課題解決に取り組む。

秋元茂 氏 ミサワホーム㈱ 商品・技術開発本部技術部担当部長兼かぐやプロジェクト課長兼
MOVE CORE プロジェクト 課長 兼ミサワホーム総合研究所極地住環境技術研究室

1990年ミサワホームに入社。技術、商品開発部門に従事し、主に木質パネルの研究や技術開発を担当。2009年に第51次南極地域観測隊に
参加。JAXAが実施した「宇宙探査イノベーションハブ」の研究提案に南極で培った技術をいかした「持続可能な新たな住宅システムの構築」が
採択され、「かぐやプロジェクト」が発足しプロジェクトリーダーに。現在もかぐやプロジェクトを継続しながら未来志向型住宅の開発に取り組む。

田村明子 氏 ㈱ポーラ 執行役員ブランドクリエイティブ担当ブランドクリエイティブ部部長

内木 悟 氏 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 宇宙戦略基金事業部長兼新事業促進部長
東北大学法学部卒業。1991年に宇宙開発事業団（現：JAXA）に採用され、種子島に配属。その後、理事長秘書、法務等の担当を経て人事部長、
調達部長を歴任。2024年6月より新事業促進部長として宇宙産業の競争力強化や裾野の拡大、宇宙技術を使った新産業の創出等を担いつ
つ、同年7月には宇宙戦略基金事業部長を兼務し、基金の資金供給を通じて民間事業者等による技術開発の支援を推進している。

中野陽介 氏 三菱電機㈱ 防衛・宇宙ｼｽﾃﾑ事業本部宇宙ｼｽﾃﾑ事業部副事業部長兼宇宙事業開発ｾﾝﾀｰ長

『 宇宙産業の新時代：民間の力で広がる無限のチャンス 』

『 LIFE in SPACE：宇宙で進むライフスタイル革命 』

『 拡がる宇宙産業の動向と宇宙ビジネス推進に向けたJAXAの取組
～地域における宇宙活用事例から宇宙戦略基金まで～ 』

『 人工衛星が拓くデータ活用の新時代 』

▼ 申込先リンク

※会費：３,０００円/人
（立食形式）

mailto:info@robot-system.jp

